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1.1.1.1.研究研究研究研究 のののの 背 景背 景背 景背 景 とととと 目 的目 的目 的目 的  メコン川 下流域は 熱帯気候に 属し、モ ンスーンの 影響か

ら雨季 と乾季 の降雨 量に大 きな格 差があ る。そ れによ り生じ る河川 の流量 変動

で、洪 水や渇 水とい った自 然災害 の影響 を頻繁 に受け ている 。また 、水田 を主

とする 一帯の 農業は 二期作 や三期 作とい った栽 培方法 を用い るなど 、世界 的に

見ても 農業生 産性が 高い一 方で、 急速な 人口増 加、異 常気象 の発生 に対す る農

業生産の安定性や持続性の確保が重要な課題となっている。  

土地利用形態や作付暦は農業生産の評価の重要な指標となる。地域ごとの耕作の

特色を把握し、耕作の回数や時期の違いを基に分類することで、地域の灌漑水利用

の時期や自然環境の把握が期待される。  
本 研 究 は メ コ ン 川 下 流 域 を 対 象 に 、 植 物 の 活 性 を 表 す 正 規 化 植 生 指 標 NDVI 

(Normalized Difference Vegetat ion Index) の季節変化を解析することで、当該地域の

土地利用分類マップの作成を行った。  
2.2.2.2. 対 象 地 域対 象 地 域対 象 地 域対 象 地 域  イ ン ド シ ナ 半 島 の 南 に 位 置 す る メ コ ン 川 下 流 域  ( 東 経 102.5 °

~106.5°、北緯 8.5°~13.5°）を解析対象とした。対象地域のメコン川下流部には

カンボジアとベトナムにまたがるメコンデルタ、そして北西部にトンレサップ湖が

位置する。  

3.3.3.3.使用使用使用使用 データデータデータデータ  地球観測衛星 SPOTの VEGETATIONセンサにより観測された NDVI
の衛星画像を用いた。このデータは時間解像度は 10日間、空間解像度は 1 kmであ

る。対象期間は通年データの存在する 1999年 ~2009年の 11年分とした。  

4.4.4.4.研究手法研究手法研究手法研究手法     4.4.4.4.1111    NDVINDVINDVINDVIののののノイズノイズノイズノイズ除去除去除去除去     衛星の観測センサは雲があると反射率が乱

れ、その部分の正確な植生情報を得ることができない。そこで雲のノイズを除去し

たNDVIの時系列データを得るために、HANTS (Harmonic ANalys is of  Time Series)  1 )

アルゴリズムを用いてノイズ除去を行った。     

4.4.4.4.2222    土地利用形態土地利用形態土地利用形態土地利用形態のののの分類分類分類分類    分類手法として k-means法による教師なし分類を用いた。

k-means法はクラスター分析における非階層的クラスタリング手法の 1つである。

これにより、似通ったNDVIの時系列変化をとるピクセルを任意のクラス数で分類

することが可能である。今回はクラス数を 10に設定して対象地域を分類した。     

4.4.4.4.3333    分類結果分類結果分類結果分類結果のののの定義定義定義定義づけづけづけづけ  教師なし分類では分類結果に対して明確な意味づけが

なされない欠点がある。そこで 1999年 ~2009年までの各ＮＤＶＩの年間変化を 1999
年で 10に分類したクラスごとに抽出し、考察することで各クラスの土地利用形態の

定義づけを行った。  
5.5.5.5.結果結果結果結果とととと考察考察考察考察  Fig. 2はメコン川下流域の1999年におけるNDVIの年間変化を教師

なし分類によって 10分類した各クラスの平均値である。クラスごとに明確な違いが

認められたのでクラスごとのＮＤＶＩの年間変化を抽出し、定義づけを行った。そ

してそれを基にメコン川下流域における土地利用分類図と耕作地の作付暦（ Fig.  1）
を作成した。耕作地と定義した各分類の特徴は次のようになった。  
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Fig. 2  メ コ ン 川 下 流 域 に お け る
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Fig. 1  メ コ ン 川 下 流 域 1 9 9 9 年 に  
お け る 土 地 利 用 分 類 図 及 び 作 付 暦  
G e n e r a t e d  l a n d  u s e  m a p  a n d  c r o p  
c a l e n d a r  i n  t h e  l o w e r  M e k o n g  R i v e r  
B a s i n  1 9 9 9  

乾季中心二期作 a,b それぞれ乾季を中心と

した二期作が行われている。雨季は洪水の影

響により地表が水没するなどして栽培が困難

になる。aと bの違いは洪水湛水期間であり、a
の地域は bよりも湛水期間が長い。洪水期後の

乾季作における開始時期の年変動が大きく、

そのずれは乾季作 2回目の作付にそのまま引

き継がれている。  
雨季一期作  雨季に 1回耕作が行われている。

作付開始時期とその後の生育は年によって変

動するが、NDVIがピークとなる時期の変動は

比較的小さくなる。これは雨季開始時期の変

動と、感光性品種が多く用いられていること

が要因である。  
雨季中心二期作  雨季を中心に年間 2回の耕

作が行われている。雨季作１回目の開始時期

は雨の降り始めに影響されるため年々変動が

大きくなる。  
雨季中心二～三期作  洪水の影響を受けにく

い地域であり、年間最大 3回の耕作が行われて

いる。年度によって作付回数が変動するため、

二 ~三期作としている。雨季中心となるのは乾

季の塩水遡上の時期を避けるためでもある。  
二～三期作  洪水および塩水遡上の影響をほ

とんど受けない地域であり、乾季を中心とし

た年間最大 3回の耕作が行われている。こちら

も年度によって作付け回数が変動する。乾季

中心となるのは収量を最大にするためである。 
6.6.6.6.結論結論結論結論  本研究では NDVIの時系列データを

用いて、教師なし分類から対象地域であるメ

コン川下流域の土地利用形態の同定を行った。

NDVIの時系列データから作付暦や耕作形態

の移り変わり、自然災害の影響といった地域

の特徴が明らかになった。特に洪水の影響を

受ける地域は他の地域との明確な違いが確認

できた。  
今回定義した分類図の精度についてグラン

ドトゥルースを行い、検討する必要がある。

現地のより詳しい情報を得ることによって、

さらに精度の高い分類を目指したい。  
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